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参
加
型
事
業
を　
よ
り
推
進

シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
に
参
加

　

今
年
の
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
で
は
、
東

京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
が
、
全
国
電

子
部
品
流
通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
に
全
面
的
に
協
力
、

ブ
ー
ス
を
新
装
し
、
遊
び
の
要
素
も
加
え
た
展
示
と

な
っ
た
（
写
真
上
）。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
の
部
品
を
展
示

す
る
な
ど
、
昨
年
以
上
に
新
し
い
挑
戦
を
し
た
。
Ｔ
Ｅ

Ｐ
で
は
、
さ
ら
に
講
演
会
や
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

今
後
の
流
通
課
題
に
積
極
的
に
対
処
、参
加
型
事
業
を
、

よ
り
推
進
し
て
い
く
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
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来
場
者
参
加
型
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー
ス
が
大
好
評

シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８

　

電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
産
業
協
会
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｊ
）、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
協

会
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
Ｊ
）
の
３
団
体
で
構

成
す
る
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
実

施
協
議
会
は
、　

月　

日
か
ら　

１０

１６

１９

日
ま
で
の
４
日
間
、
千
葉
・
幕
張

メ
ッ
セ
で
「
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
２
０
１
８
」
を
開
催
し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
、
そ
れ
ま
で
の

Ｉ
Ｔ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
総
合

展
か
ら
、
社
会
を
変
え
て
い
く
原

動
力
で
あ
る
Ｃ
Ｐ
Ｓ（
サ
イ
バ
ー
・

フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ
ス
テ
ム
）
／
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
総
合
展
へ
と
大
き
く
舵
を

切
っ
て
い
る
。

　

本
年
も
、
昨
年
に
続
き
「
日
本

の
成
長
戦
略
や
未
来
を
世
界
に
向

け
て
発
信
す
る
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ

５
・
０
の
展
示
会
」
と
位
置
付
け

た
。
業
界
の
垣
根
を
越
え
、政
策
・

産
業
・
技
術
を
連
携
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

ロ
ボ
ッ
ト
・
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
活
用
し
た「
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
５
・

０
で
実
現
す
る
未
来
の
社
会
」を
、

披
露
・
発
信
す
る
総
合
展
示
会
と

な
っ
た
。

来場者が増えた今年のシーテック２０１８

　

開
催
テ
ー
マ
は
、
３
年
連
続
と

な
る
「
つ
な
が
る
社
会
、
共
創
す

る
未
来
」
で
、
Ｉ
Ｔ
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
に
加
え
て
、
金
融
、
旅

行
、
玩
具
、
住
宅
、
工
作
機
械
、

自
動
車
、
建
設
機
械
、
通
信
、
建

築
、
農
業
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の

幅
広
い
業
種
・
産
業
の
企
業
／
団

体
が
一
堂
に
会
し
た
。

　

出
展
者
数
は
７
２
５
社
／
団
体

（
前
年
比
８
・
７
％
増
）、
出
展
小

間
数
は
１
７
８
６
小
間
（
前
年
比

１
・
６
％
増
）、
４
日
間
の
会
期
で

　

万
６
千
人
強
（
前
年
比
２
・
６

１５％
増
）
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８

　

シ
ー
テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
２
０
１

８
の
各
大
臣
賞
・
各
部
門
賞
は
、

以
下
の
通
り
。

〈
総
務
大
臣
賞
〉

●
金
属
上
で
も
ア
ン
テ
ナ
性
能
が

劣
化
し
な
い
２
・
４　

帯
の
小
型
・

GHz

薄
型
の
新
ア
ン
テ
ナ
「
Ａ
ｍ
ｃ
ｅ

ｎ
ｎ
ａ
」

・
京
セ
ラ

討議を重ねたシーテック実行委員会

和気藹々のＪＥＰブース
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〈
経
済
産
業
大
臣
賞
〉

●
４
Ｄ　

Ｇ
ｒ
ａ
ｖ
ｉ
ｔ
ｙ
搭
載

３
６
０
度
Ｖ
Ｒ
撮
影
用
ド
ロ
ー
ン

「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
Ｖ
Ｒ
」

・
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト

〈
部
門
賞
〉
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
部
門

■
グ
ラ
ン
プ
リ

●
液
晶
テ
レ
ビ　

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
８

Ｋ　

Ａ
Ｘ
１
シ
リ
ー
ズ

・
シ
ャ
ー
プ

■
準
グ
ラ
ン
プ
リ

●
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
厳
格
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
入
場
を

実
現
す
る

・
日
本
電
気

〈
部
門
賞
〉
デ
バ
イ
ス
／
テ
ク
ノ

ロ
ジ
部
門

■
グ
ラ
ン
プ
リ

●
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｌ
ｕ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ

ｃ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
世
界
初
の
商
品
化
に

向
け
て

・
Ｋ
ｙ
ｕ
ｌ
ｕ
ｘ

■
準
グ
ラ
ン
プ
リ

●
最
先
端
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト

（
ア
バ
タ
ー
）
に
よ
る
労
働
問
題

の
解
決

・
メ
ル
テ
ィ
ン
Ｍ
Ｍ
Ｉ

〈
部
門
賞
〉
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
／

マ
ー
ケ
ッ
ト
部
門

■
グ
ラ
ン
プ
リ

●
関
係
性
デ
ー
タ
の
セ
ン
シ
ン
グ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｎ

Ａ
」

・
村
田
製
作
所

■
準
グ
ラ
ン
プ
リ

●
家
庭
用
自
動
お
片
付
け
ロ
ボ
ッ総務大臣賞を受賞した京セラの「Ａｍｃｅｎｎａ」

協賛メーカーの展示も大好評

ト・
Ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｄ　

Ｎ
ｅ

ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

〈
審
査
員
特
別
賞
〉

●
技
術
の
革
新
に
よ
っ
て
実
現
で

き
る
「
お
も
て
な
し
」
を
大
切
に

し
た
ロ
ー
ソ
ン
が
目
指
す
未
来
型

コ
ン
ビ
ニ

・
ロ
ー
ソ
ン

Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
出
展

　

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
で
は
シ
ー
テ
ッ
ク
の

開
催
期
間
中
、
電
子
部
品
／
デ
バ

イ
ス
＆
装
置
エ
リ
ア
に
ブ
ー
ス
を

出
展
、
東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同

組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
が
前
面
に
立
ち
、

積
極
的
に
Ｊ
Ｅ
Ｐ
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
シ
ー
テ
ッ
ク
実
行
委

員
会
で
は
、
４
回
の
会
議
で
シ
ー

テ
ッ
ク
開
催
ま
で
討
議
を
重
ね
、

昨
年
に
引
き
続
い
て
画
期
的
な

ブ
ー
ス
を
開
設
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、有
力
商
社
・
メ
ー

カ
ー
の
電
子
部
品
を
展
示
、
熱
心

に
見
る
来
場
者
が
多
か
っ
た
。
ま

た
、「
ペ
タ
ペ
タ
マ
ン
」を
投
げ
て
、

標
的
に
当
た
っ
た
来
場
者
に
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
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年
の
結
果
報
告
と　

年
へ
の
展
望

２０１８

２０１９

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

　

東
京
都
電
機
卸
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は

７
月
３
日
、全
国
家
電
会
館
で「
電

子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
た
。
日
本
電
子
回
路
工
業
会

（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
の
高
原
邦
夫
事
業

部
長
が
、
２
０
１
８
年
の
現
況
と

２
０
１
９
年
に
向
け
て
の
展
望
を

語
っ
た
。

６
展
に
よ
る
総
合
展

　

電
子
回
路
を
取
り
巻
く
最
先
端

技
術
情
報
を
発
信
す
る
「
電
子
機

器
２
０
１
８
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

西銘恒三郎経済産業副大臣（当時）も来場

トータルソリューション展を説明

シ
ョ
ン
展
」
は
、
６
月
６
日
か
ら

８
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東

展
示
棟
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
出
展
社
数
は
５
１
４

社
、
出
展
小
間
数
は
１
４
７
３
小

間
、
３
日
間
の
総
来
場
登
録
者
数

は
昨
年
を
上
回
る
５
万
８
２
７
人

に
上
り
、
大
盛
況
だ
っ
た
。

　

こ
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展
は
、
電
子
回
路
技
術
の
Ｊ
Ｐ

Ｃ
Ａ
シ
ョ
ー
／
第　

回
国
際
電
子

４８

回
路
産
業
展
、
高
密
度
実
装
技
術

の
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

シ
ョ
ー
／
第　

回
最
先
端
実
装
技

３２

術
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
展
、
電
子

回
路
実
装
機
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ

テ
ッ
ク
／
第　

回
実
装
プ
ロ
セ
ス

２０

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
、
新
規
回
路
形

成
技
術
の
有
機
デ
バ
イ
ス
総
合

展
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
半
導
体
・
回
路

基
板
展
、
電
気
・
光
接
続
技
術
の

Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
シ
ョ
ー
／
電

気
・
光
伝
送
技
術
展
、
セ
ン
サ
ー

技
術
の
ス
マ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
展

の
６
展
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
総

合
展
で
あ
る
。

　

今
回
は
「
の
せ
る　

つ
な
ぐ　

つ
く
る　

そ
し
て
、
ひ
ろ
げ
る
」

が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
ズ
」。国
内
外
の
各
社
・
各
団
体

が
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
展
示
紹

介
。
電
子
機
器
開
発
に
変
革
を
も

た
ら
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
新

製
品
や
技
術
情
報
を
発
信
し
た
。

　

こ
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展
に
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
が
業
界
団
体
パ

ビ
リ
オ
ン
と
し
て
参
加
し
た
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｐ
で
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
に
最
適
な
機
会
。
Ｔ
Ｅ
Ｐ

の
活
動
認
知
に
も
つ
な
が
る
」（
川

鍋
季
明
流
通
近
代
化
委
員
長
）
と

し
て
昨
年
か
ら
会
員
各
社
に
呼
び

掛
け
、
参
加
社
を
募
集
、
初
参
加

に
も
係
わ
ら
ず　

社
が
参
加
、　

１５

２１

ブ
ー
ス
に
よ
る
単
独
パ
ビ
リ
オ
ン

と
し
て
の
参
加
と
な
っ
た
（
一
覧

表
参
照
）。

　

さ
ら
に
Ｔ
Ｅ
Ｐ
パ
ビ
リ
オ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
、
藤
木
正
則
理
事

長
や
川
鍋
委
員
長
も
挨
拶
を
し
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た
。

　

川
鍋
委
員
長
は
「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
出

展
は
、
①
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
よ
り

社
内
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ

プ
、
②
仕
入
先
が
来
場
し
ビ
ジ
ネ

ス
に
結
び
付
く
、
③
多
く
の
来
場

者
に
よ
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ

ン
ス
、
④
団
体
出
展
に
よ
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
」
と
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
大
き

さ
を
語
っ
て
い
る
。

　

な
お
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
の
分
析
に
よ
る

と
、
来
場
者
の
業
種
／
業
態
を
見

る
と
、
電
子
・
電
気
機
器
製
造
関

連
者
が　

％
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

２６

い
る
。
こ
の
電
子
・
電
気
機
器
製

造
関
連
来
場
者
の
内
訳
は
、
円
グ

ラ
フ
を
参
照
。

　

来
場
者
の
目
的
は
、　

・
９
％

５２

が
「
導
入
や
製
品
開
発
な
ど
の
検

討
や
情
報
収
集
の
た
め
」で
、ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
出
展
社
で
は

「
新
規
顧
客
開
拓
に
つ
な
が
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
参
加
へ

　

２
０
１
９
年
の
展
示
会
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の
西
展
示
場
に

て
、
２
０
１
９
年
６
月
５
日
（
水
）

〜
７
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
と
も
に
、
全
国
電
子

部
品
流
通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
も

参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
で
は
「
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／

Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
」
へ
の
格
上
げ
を

構
想
し
て
い
る
。

ＴＥＰの出展社一覧 電子・電気機器製造の来場者内訳
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年
金
・
経
済
講
演
会

老
後
資
金
確
保
の
重
要
性
を
提
案

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

と
東
京
都
電
機
企
業
年
金
基
金
は

９
月
５
日
、
年
金
・
経
済
講
演
会

を
開
催
し
た
。
今
回
の
年
金
講
演

会
で
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行

年
金
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
部
長

代
理
の
望
月
健
氏
を
講
師
に
迎
か

え
、「
老
後
所
得
を
補
完
す
る
制
度

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

ま
た
、
経
済
講
演
会
で
は
、
三
井

住
友
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理

事
・
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
宅

森
昭
吉
氏
が
講
師
と
な
り
「
身
近

な
デ
ー
タ
か
ら
見
た
経
済
動
向
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
東
京
都
電
機

卸
商
業
協
同
組
合
の
藤
木
正
則
理

事
長
か
ら
「
今
年
も
東
京
都
電
機

企
業
年
金
基
金
に
お
世
話
に
な

り
、
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

　

昨
日
は
、
台
風　

号
が
関
西
地

２１

区
を
中
心
と
し
た
西
日
本
を
縦
断

し
、大
変
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

被
災
し
た
方
に
、
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
た
い
。
関
東
地
方
は
離
れ

て
は
い
た
が
、
台
風
の
大
き
さ
に

よ
り
、
す
ご
い
雨
と
風
で
ご
苦
労

さ
れ
た
か
と
思
う
。
台
風
が
過
ぎ

た
後
は
暑
く
な
る
と
の
こ
と
な
の

で
、
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
て

ほ
し
い
。

　

本
日
は
年
金
と
経
済
の
２
部
構

成
の
講
演
と
な
る
。
年
金
講
演
会

で
は
、
老
後
所
得
を
補
完
す
る
と

い
う
こ
と
だ
。公
的
年
金
が
年
々
、

厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
企
業
年
金
基
金
な
ど
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
済
講
演
会
で
は
、
身

近
な
経
済
指
標
を
通
じ
て
今
の
経

済
を
紐
解
き
、
ヒ
ン
ト
を
得
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

●
年
金
講
演
会

　

年
金
講
演
会
は
、
望
月
講
師
の

日
本
の
年
金
制
度
体
系
、
公
的
年

金
制
度
の
仕
組
み
・
役
割
・
特
徴
、

確
定
給
付
企
業
年
金
制
度
、
確
定

拠
出
年
金
制
度
、
個
人
型
確
定
拠

出
年
金（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
）な
ど
に
つ

い
て
の
解
説
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　

特
に
、
老
後
に
必
要
な
生
活
費

と
し
て
、厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

最
低
限
必
要
な
夫
婦
２
人
分
の
生

活
費
は
約　

万
円
。
ゆ
と
り
あ
る

２２

生
活
費
と
し
て
は
、
約　

万
円
と

３５

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
そ
の

た
め
、
差
額
が
約　

万
円
出
る
こ

１３

挨拶する藤木理事長

望月講師

宅森講師
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と
に
な
り
、
自
分
で
準
備
を
行
う

必
要
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
事
業
主
が
行
え
る
準
備

に
確
定
給
付
企
業
年
金
制
度
、
確

定
拠
出
年
金
制
度
が
あ
り
、
こ
れ

ら
に
は
税
制
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

こ
と
も
語
っ
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
公
的
年
金
は

今
後
、
さ
ら
な
る
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
縮
小
の
方
向
に
あ
る
。

　

老
後
資
金
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
老
後
資
金

を
貯
蓄
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
公
的

年
金
、
企
業
年
金
、
私
的
年
金
、

預
貯
金
、
個
人
年
金
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非
課

税
制
度
）
な
ど
が
あ
り
、
自
助
努

力
が
必
要
に
な
る
。

　

ま
た
、
国
の
年
金
受
給
開
始
年

齢
の
繰
り
下
げ
も
検
討
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
働
く
と
い
う
選
択
肢
で

あ
る
生
涯
現
役
を
目
指
す
こ
と
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

企
業
年
金
に
お
け
る
検
討
事
項

で
は
、
公
的
年
金
見
直
し
の
動
き

が
あ
り
、
企
業
年
金
基
金
の
重
要

性
が
、
ま
す

ま
す
高
ま
る

こ
と
に
な

る
。
ま
た
、

老
後
生
活
の

補
完
を
進
め

る
た
め
に

は
、
確
定
給

付
企
業
年
金

制
度
や
確
定

拠
出
年
金
制

度
へ
の
加

入
、
マ
ッ
チ

ン
グ
拠
出
な

ど
へ
の
実
施

の
選
択
肢
も

検
討
し
な
け

老後資金の講演ということで参加者も多かった

れ
ば
な
ら
な
い
。

●
経
済
講
演
会

　

宅
森
講
師
の
「
身
近
な
デ
ー
タ

か
ら
見
た
経
済
動
向
」で
は
、日
本

経
済
の
将
来
予
測
を
行
っ
て
い
る

民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
対
象
に
実

施
さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
Ｅ

Ｓ
Ｐ
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
調
査
な
ど

を
紹
介
。こ
れ
は
、専
門
家
の
意
見

を
ま
と
め
て
お
り
、
例
え
ば
、「
半

年
か
ら
１
年
後
に
掛
け
て
景
気
上

昇
を
抑
え
る
、
あ
る
い
は
景
気
を

反
転
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
要

因
」、「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
経
済

政
策
に
よ
り
、
２
０
１
８
年
後
半

か
ら　

年
に
掛
け
て
、
米
国
の
成

２１

長
率
は
高
ま
る
か
」、「
米
国
と
各

国
の
貿
易
摩
擦
が
い
つ
ま
で
続
く

か
」
と
い
っ
た
質
問
に
対
し
て
の

見
解
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。 

　

こ
れ
以
外
に
も
、「
初
動　

万
枚

５０

突
破
シ
ン
グ
ル
Ｃ
Ｄ
」
の
ラ
ン
キ

ン
グ
か
ら
見
る
景
気
や
、
娯
楽
番

組
の
週
間
視
聴
率
ラ
ン
キ
ン
グ
で

笑
点
が
１
位
を
取
っ
て
い
る
時
ほ

ど
、
外
出
な
ど
が
少
な
く
、
景
気

が
悪
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
見
方
や
、
も
や
し
の
１
世

帯
１
カ
月
平
均
購
入
金
額
か
ら
見

る
景
気
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。
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新
鋭
社
員
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

次
の
６
カ
月
間
の
目
標
を
立
て
る

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
９
月
４
日
、

第　

回
新
鋭
社
員
６
カ
月
後
フ
ォ

２９
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
、
全
国
家

電
会
館
で
開
催
し
た
。
講
師
は
、

ジ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
山
本

稔
氏
が
務
め
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
教

育
情
報
委
員
長
か
ら
「
入
社
し
て

半
年
が
経
っ
た
。
私
自
身
を
振
り

返
る
と
、
商
品
知
識
が
な
く
、
人

間
関
係
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
お

客
様
に
何
か
言
わ
れ
て
も
答
え
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
何
か
の
解
決

策
を
考
え
て
も
方
法
が
分
か
ら
な

い
。
仕
入
先
に
お
願
い
し
て
も
、

き
ち
ん
と
対
応
し
て
も
ら
え
な

か
っ
た
。
半
年
、
１
年
程
度
で
仕

事
が
楽
し
く
な
る
の
は
難
し
い
の

が
現
実
だ
と
思
う
。
２
年
、
３
年

と
仕
事
に
耐
え
る
こ
と
も
、
人
生

に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
だ
と
思

う
。
こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
、
仕

事
を
楽
し
く
し
て
ほ
し
い
。

　

今
回
、
２
回
目
の
研
修
だ
。
こ

の
次
が
入
社
１
年
目
の
研
修
に
な

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
６
カ
月
間

の
目
標
を
立
て
る
研
修
に
な
る
。

ど
の
よ
う
に
や
れ
ば
計
画
が
達
成

で
き
、
自
分
の
考
え
る
成
果
を
出

せ
る
か
、
そ
れ
は
人
生
を
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

そ
の
た
め
の
研
修
な
の
で
、
４

月
に
立
て
た
計
画
を
振
り
返
り
、

入
社
半
年
後
の
研
修
で
少
し
前
進

し
、
さ
ら
に
、
１
年
後
、
２
年
後

に
向
か
っ
て
目
標
を
立
て
、
達
成

す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
ほ
し

い
。小
さ
な
達
成
の
繰
り
返
し
は
、

大
き
な
達
成
に
つ
な
が
る
。
良
い

習
慣
を
形
成
す
る
た
め
の
研
修
に

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
仕
事
を
楽

し
み
、
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

　

私
も
、
先
輩
方
に
教
え
を
い
た

だ
き
、
助
け
て
も
ら
い
、　

歳
を

６０

過
ぎ
た
。
先
輩
方
に
教
わ
っ
た
こ

と
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
仕
事
を

す
る
と
い
う
気
持
ち
で
い
る
。
皆

さ
ん
も
楽
し
さ
を
伝
え
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
う
」な
ど
と
激
励
し
た
。

　

続
い
て
研
修
が
開
始
さ
れ
、
山

本
講
師
か
ら
「
も
う
、
入
社
し
て

半
年
が
過
ぎ
た
。
あ
と
、
半
年
で

１
年
と
な
る
。『
新
入
社
員
だ
か

ら
』
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
後
、

半
年
で
使
え
な
く
な
る
。

　

今
は
途
中
点
検
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
何
を
す
る
の
か
を
、
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
語
っ
た
後
、
仕
事

の
基
本
や
会
社
の
知
識
と
い
っ
た

現
状
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
、
仕
事
の

上
で
の
成
功
・
失
敗
体
験
の
洗
い

出
し
な
ど
を
行
う
、
仕
事
の
進
め

激励する屋宮委員長

挨拶する山本講師
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に
な
り
、
当
然
、
点
が
入
る
わ
け

が
な
い
。

　

こ
れ
と
同
様
で
は
な
い
か
と
思

う
。
目
標
が
明
確
に
分
か
っ
て
い

な
い
の
で
、
目
の
前
の
ボ
ー
ル
を

蹴
る
。
つ
ま
り
、
目
先
の
仕
事
に

忙
し
す
ぎ
て
、
そ
こ
に
夢
中
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
た
め
、
本
来
の
目
標
を
確

認
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

　

こ
れ
は
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
で
も
同
じ
で
、
い
く
ら
ス

タ
ー
選
手
が
い
て
も
１
人
で
は
勝

て
な
い
。
控
え
の
選
手
に
い
た
る

ま
で
、自
分
の
役
割
を
認
識
し
て
、

準
備
し
て
い
る
チ
ー
ム
が
強
い

チ
ー
ム
だ
。

　

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
コ
メ
ン
ト

に
も
記
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
例
え
５
分
間
で
も
面
談
の
機

会
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
入
社
後
の

６
カ
月
頃
の
時
期
は
、
会
社
の
内

部
で
大
い
に
悩
ん
で
い
る
時
期
で

あ
り
、
い
た
だ
い
た
ク
レ
ー
ム
に

右
往
左
往
し
て
い
る
。
そ
こ
で
面

談
の
機
会
を
持
つ
こ
と
は
、
リ
テ

ン
シ
ョ
ン
対
策
（
離
職
防
止
）
に

も
な
る
」
と
し
て
お
り
、
入
社
後

の
フ
ォ
ロ
ー
面
談
が
大
切
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

方
や
科
学
的
な
仕
事
の
進
め
方
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ

れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
台
風
接
近
の

た
め
、
多
く
の
会
社
か
ら
早
期
の

帰
宅
命
令
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、

研
修
会
も
参
加
者
の
安
全
を
考

え
、通
常
よ
り
も
早
く
終
了
し
た
。

　

後
日
、
山
本
講
師
は
研
修
終
了

後
に
気
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
以
下
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
研
修
の
中
の
セ
ル
フ
ワ
ー
ク

で
、
会
社
の
概
要
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る
か
な
ど
の
会
社
の
知
識

確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
研
修
の

最
後
に
は
、
私
の
目
標
達
成
プ
ラ

ン
と
し
て
、
今
後
の
半
年
間
の
具

体
的
行
動
内
容
を
各
人
で
決
め
て

も
ら
っ
た
。

　

そ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
中
で
、

『
経
営
ト
ッ
プ
、上
司
の
方
針
の
重

点
内
容
』
を
記
入
す
る
欄
が
あ
る

が
、
こ
の
欄
が
空
白
の
参
加
者
が

約
半
数
ほ
ど
い
た
。つ
ま
り
会
社
、

上
司
の
方
針
が
十
分
伝
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
は
、
有
名
な
『
７
つ
の
習

慣
』
を
執
筆
し

た
コ
ビ
ィ
ー
博

士
の
本
に
例
え

と
し
て
あ
り
、

子
供
の
サ
ッ

カ
ー
で
皆
が

ボ
ー
ル
の
周
り

に
集
ま
っ
て
好

き
勝
手
に
ボ
ー

ル
を
蹴
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト

の
あ
る
ゴ
ー

ル
、
つ
ま
り
目

標
に
向
か
っ
て

ボ
ー
ル
を
蹴
っ

て
い
な
い
こ
と

真剣に聞き入る参加者たち
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事
務
局
提
案
と
委
員
会
報
告

７
月
度
定
例
理
事
会

７月度定例理事会で挨拶する藤木理事長

器
２
０
１
９
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
』
に
向
け
て
の
案
内
な

ど
も
あ
る
。

　

最
近
の
日
銀
短
観
で
は
、
製
造

業
は
悪
化
し
て
き
て
い
る
と
の
報

告
も
あ
る
が
、
設
備
投
資
の
計
画

で
は　

％
伸
び
る
予
定
だ
と
し
て

１８

い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
監
事
、
新
理
事
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

事
務
局
か
ら
の
報
告
・
提
案

　

事
務
局
か
ら
の
報
告
と
提
案
で

は
土
屋
吉
男
事
務
局
長
が
、
①
地

震
予
兆
研
究
セ
ン
タ
ー
が
事
業
概

況
を
説
明
、
②
５
月
９
日
に
全
国

家
電
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
６９

通
常
総
会
の
収
支
を
収
支
明
細
書

で
報
告
、
③
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
案
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

各
委
員
会
か
ら
の
報
告
は
、
以

下
の
通
り
。

●
組
織
委
員
会
（
花
岡
克
己
委
員

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
７
月
３
日
、
定
例

理
事
会
を
全
国
家
電
会
館
で
開
催

し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
藤
木
正
則
理
事

長
は
「
総
会
後
、
初
め
て
の
理
事

会
で
あ
り
、
こ
の
後
、
地
震
予
兆

研
究
セ
ン
タ
ー
の
話
や
『
電
子
機
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長
）

①
平
成　

年
度
加
入
組
合
員
の
異

２９

動
を
報
告
。
７
月
１
日
現
在
で
前

年
度
末
と
比
較
し
て
組
合
員
数
は

１
２
６
社
で
増
減
な
し
、
賛
助
会

員
数
は　

社
で
１
社
増
。

２５

●
労
務
委
員
会
（
中
村
孝
夫
委
員

長
）

①　

年
度
労
働
災
害
補
償
制
度
保

３０
険
加
入
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
。

②
東
京
都
電
機
卸
第　

回
親
善
野

９８

球
大
会
に
つ
い
て
報
告
。　

チ
ー

３２

ム
が
参
加
、
優
勝
は
小
島
電
機
工

業
、
準
優
勝
は
秋
葉
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
、
第
３
位
は
シ
ャ
ー
プ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
、
第
４
位
は

千
代
田
電
子
機
器
。

③
東
京
都
電
機
卸
第　

回
親
善
野

９９

球
大
会
は
９
月
９
日
に
開
幕
、
５

日
間
を
予
定
。
主
将
会
議
を
７
月

　

日
に
開
催
。
１
０
０
回
記
念
大

２５会
に
向
け
て
準
備
中
。

④
第
２
回
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を　

月
９
日
に
開
催
。

１１
●
教
育
情
報
委
員
会
（
屋
宮
芳
高

委
員
長
）

①
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』
の
協

賛
広
告
に
つ
い
て
申
込
状
況
を
報

告
。

②
第　

回
新
鋭
社
員
６
カ
月
後

２９

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
９
月

４
日
に
開
催
。

③
「
女
性
社
員
の
た
め
の
仕
事
力

養
成
ゼ
ミ
」を　

月　

日
に
開
催
。

１１

１４

●
流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋
季

明
委
員
長
）

①
「
電
子
機
器
２
０
１
８
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
」
の
結
果

を
報
告
。

●
青
年
部
会
（
市
村
康
徳
青
年
部

会
担
当
理
事
）

①
リ
ー
ダ
ー
会
を
定
期
的
に
開

催
。
納
涼
会
、
福
井
視
察
に
つ
い

て
報
告
。

●
「
電
子
機
器
２
０
１
９
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
」
に
向
け

て
、
本
日
午
後
３
時　

分
か
ら
、

４５

全
国
家
電
会
館
に
て
日
本
電
子
回

路
工
業
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
が
説

明
。

●
特
別
講
演
会

　

年
金
・
経
済
特
別
講
演
会
を
９

月
５
日
、
全
国
家
電
会
館
に
て
開

催
。

●
そ
の
他

　
　

月
６
日
に
理
事
会
を
開
催
す

１１
る
。

女性パワーの教育情報委員会

野球大会が９月９日に開幕（トラン
ペッターはリョーサン福元選手の娘
さん凛々花さん（１２歳））

青年部会は福井で研修
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１
月
（
睦
月
）

１
月　

日
（
金
）　

時　

分
〜

１１

１５

３０

　

時　

新
年
名
刺
交
換
会
（
全

１８国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

１
月　

日
（
水
）　

時　

分
〜

２３

１３

３０

　

時　

分　

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

１
月　

日
（
水
）　

時　

分
〜

２３

１４

３０

　

時　

分　

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

３
月
（
弥
生
）

３
月
７
日
（
木
）　

時
〜　

時

１４

１６

　

Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
（
テ
レ
ビ
会

議
）

発　
行　
人　
　

藤
木　

正
則

編
集
委
員
長　

屋
宮　

芳
高

編
集
委
員　
　

小
池　

一
義

　
　
〃　　
　
　

土
屋　

吉
男

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

　

今
年
の
シ
ー
テ
ッ
ク
で
は
、

４
Ｋ
テ
レ
ビ
が
大
々
的
に
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
、
８
Ｋ
テ
レ
ビ
も

登
場
、
人
気
を
集
め
た
。
車
や

店
舗
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結

し
た
電
子
部
品
も
多
数
、
展
示

さ
れ
、
何
年
振
り
か
の
賑
わ
い

が
あ
っ
た
。

　

来
場
者
か
ら
も
、
少
し
先
が

見
え
て
き
て
参
考
に
な
っ
た
、

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
い
よ
い

よ
現
実
の
場
に
表
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
次
代
に
い
か

に
対
応
し
て
い
く
か
、
電
子
部

品
業
界
の
方
向
性
が
問
わ
れ
て

い
る
。 

（
大
）

〜
２
０
１
９
年（
亥
）〜

　

月
（
霜
月
）

１１
　

月
６
日
（
火
）　

時　

分
〜

１１

１３

３０

　

時　

分　
　

月
度
正
副
理
事

１４

３０

１１

長
・
委
員
長
会
議
（
全
国
家
電

会
館
１
階
会
議
室
）

　

月
６
日
（
火
）　

時　

分
〜

１１

１４

３０

　

時　

分　
　

月
度
理
事
会

１５

３０

１１

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議

室
）

　

月
７
日
（
水
）　

時
〜　

時

１１

１０

１１

　

岡
本
会
長
・
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
山
本

委
員
長
対
談
（
全
国
家
電
会
館

３
階
事
務
所
）

　

月
９
日
（
金
）　

時
〜　

時

１１

１８

２１

　

第
２
回
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
（
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ボ

ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

　

月　

日
（
水
）
９
時　

分
〜

１１

１４

３０

　

時　

第
２
回
女
性
社
員
の
た

１８め
の
仕
事
力
養
成
ゼ
ミ
（
全
国

家
電
会
館
１
階
会
議
室
）

　

月　

日
（
金
）　

時
〜　

㈱

１１

１６

１４

ア
ル
プ
ス
物
流
の
視
察
見
学
会

（
㈱
ア
ル
プ
ス
物
流
本
社
）

　

月
（
師
走
）

１２
　

月
７
日
（
金
）　

時
〜　

時

１２

１８

２０

　

平
成　

年
忘
年
会（
上
野「
伊

３０

豆
栄
・
梅
川
亭
」）

　

月　

日
（
火
）　

時　

分
〜

１２

１１

１５

３０

　

時　

親
善
野
球
第
１
０
０
回

１７大
会
特
別
記
念
講
演
（
全
国
家

電
会
館
５
階
講
堂
）


	web_東電卸0155号01頁03ほ了.p1
	web_東電卸0155号02-03頁02ほ了.p1
	web_東電卸0155号02-03頁02ほ了.p2
	web_東電卸0155号04-05頁03ほ了.p1
	web_東電卸0155号04-05頁03ほ了.p2
	web_東電卸0155号06-07頁03ほ了.p1
	web_東電卸0155号06-07頁03ほ了.p2
	web_東電卸0155号08-09頁02ほ了.p1
	web_東電卸0155号08-09頁02ほ了.p2
	web_東電卸0155号10-11頁03ほ了.p1
	web_東電卸0155号10-11頁03ほ了.p2
	web_東電卸0155号12頁02ほ了.p1

